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辞書式配列の代表的(頻出)問題であり、順列の場合の数の原理を理解する好材である。その求め方のオートメーショ

ン化は、「辞書式配列のちょっとした小手技」で示したが、それを樹形図の枝葉の広がりをイメージしながらシンプルな

アルゴリズムに改良した。以下、その方法を述べる。 
 
◯番号が表す文字列 
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の形に分解することを、階乗展開とよぶことにする。 

 ( 1)n + 個の文字列の階乗展開は、 1)!p n +≦( であるから、 p を !n で割った余りを 1r とし、次に 2r を( 1)!n − で割り、

以下同様にその余りを階乗で割ることで求められる。 

例えば、555 は、555 4 5! 75= × + より、 1 75r = 。以下、75 3 4! 3= × + 、3 1 2! 1= × + となるから、次のように分解する

ことができる。 
 
 
 
 
 
この分解が表す文字列を次の手順により調べる。 
① アルファベット順の1番目の文字列を縦に書く 

② 階乗展開の !nα β× + の部分を見て、文字列 1α + 番目にチェック(◯)を入れる。 

③ チェックした文字以外の文字列を、右側に縦に書く。 

④ ②③を 0β ≠ の間続ける。 

⑤ 0β = のとき、α 番目にチェックを入れ、文字列が残っている場合は、アルファベット順の最後の文字列を書く。 

 
  555は次のように表される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 そして、チェック(◯)のついた文字を左から追っていくと求める文字列が得られる。 
 
Ex)  階乗展開は、n 進法変換の要領で、 p を1,2,3,4,5,…で割り、その商と余りを求めていくことで鮮やかに得ること

ができる。この方法は、札幌旭丘高校の菅原先生が考案したものである。 
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Ex) 6つの文字A,B,C,D,E,Fのすべてを用いて作られる文字列(単語)をABCDEFからアルファベット

順に並べる。次の問いに答えよ。 

(1) 555番目の文字列は何か。 

(2) CEDFABは最初から数えて何番目にあるか。 
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◯アナグラムを楽しむ 

 有意単語(意味のある単語)の文字の順番を入れ替えて、別の有意単語を生成することをアナグラム(anagram)という。 
 女優である「ともさかりえ」は歌手としては「さかともえり」として活動していた。小説では、ドラキュラ(Doralura)
の使徒名はアルカード(Alucard)である。数学者チャールズ・ドジスンは巧妙なアナグラムを組み、ルイス・キャロルと

して文壇に登場し名作を著した。 
 辞書式配列の問題はもともとの単語が有意単語であれば、辞書の中にアナグラムがある可能性はある。アナグラムを

楽しむと考えればこの問題は生徒にはとても興味あるものになるのではないだろうか。  
 Lovers(恋人たち)を並べ替えるとSolver(解法)である。「恋人たちはお互いに心を解き合うものである」として「辞書

式配列の小手技」では、Solverの番号(538)および163番目の単語(Lovers)を求めている。 
  Listen(聞く)のアナグラムはSilent(沈黙)。「生徒に聞いても沈黙が返ってくるだけ」、あるいは「沈黙しているくらい

なら聞け」とでもしてみる。(このアナグラムは本校の定期試験で出題した)。 
 日本語のアナグラムはさらに効果的である。 
 特に、人の名前はインパクトはあるが、「名前で遊ぶ」ことだから、対象を生徒にするとアナグラムがニックネーム(ア
ダ名)になってしまうこともある。先生や有名人の名前で遊ぶのが無難であろう。 
 例えば、「まえだあつこ」(前田敦子)は知っているよね、と問いかける。では、その566番目はどんな単語になるだろ

う。生徒はアナグラムの何かの単語を期待するはずだ。正解は「だつこあまえ」(抱っこして甘え)である。 
このように授業を展開していけば、生徒はきっと夢中になって調べるのではないだろうか。 
ひとつ例を挙げて、このレポートのまとめとする(本校定期考査の問題候補として考えたものである)。 
  
 
 
 
 
解) ここでは樹形図のみを示す。1番目の単語は「いうきこさて」である。 
  (1)  
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       5 5! 0 4! 1 3! 1 2! 0 1! 1 609× + × + × + × + × + =  

「ていきこうさ」は609番目の単語である。 
 
  (2)  356 2 5! 4 4! 3 3! 1 2! 0 1!= × + × + × + × + ×  である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   「ていきこうさ」(定期考査) のアナグラムは「きてさいこう」(来て、最高)。努力が報われるといいのだが。 
 

Ex) 「ていきこうさ」の6つの文字をすべて使って五十音に並べる。次の問いに答えよ。 

(1)「ていきこうさ」は何番目の単語か。 

(2)  356何番目の単語は何か。 
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